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光センサー選
せん

果
か

機
き

　収
しゅうかく

穫されたみかんは、地域の大型選
せんかじょう

果場で選
せん

別
べつ

されます。選果場には、果実に光を当て

て１個１個の糖
とう

度
ど

（甘さ）とクエン酸（すっぱさ）を計
はか

ることができる光センサー選果機と呼

ばれる機械が導入されています。この選果機で選別することにより、味のバラツキが少ない、

品質が保
ほしょう

証されたみかんが市場に出荷されています。現在、愛媛県内のほとんどの農協で

光センサー選果機が導入されています。

　2012 年（平成 24 年）に全国で生産されたみかんの総量は、84 万 6,300 トンでした。こ

のうち、加工原料に利用されたみかんは約 8 パーセントの 6 万 5,300 トンです。そのうち

の 66 パーセントの 4 万 3,200 トンがジュースに加工され、缶詰には 34 パーセントの 2 万

2,000 トンのみかんが利用されました。

光センサー選果 大型の選果場

みかんの加工

みかんの生産量とその用途
よう と
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642,000
(29.6%)

317,000
(20.1%)

107,000
(9.3%)

121,200
(9.5%)

68,800
(8.2%)

65,300
(7.7%)
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みかんジュースができるまで

原料 洗浄 搾汁
せんじょう

瞬間殺菌
しゅんかんさっきん

遠心分離
えんしんぶんり

冷却
れいきゃく

殺菌冷却
さっきんれいきゃく

充てん
じゅう

濃縮
のうしゅく

天然果汁
てんねんかじゅう

濃縮果汁
のうしゅくかじゅう

充てん
じゅう

さくじゅう

みかんを洗う

みかんをしぼる

　みかんは、明
めい

治
じ

時代から外国に輸
ゆしゅつ

出しています。愛媛県の輸出量は、かつて多かった時

には約 20,000 トンありましたが、現在は 2,500 トンほどで以
い

前
ぜん

に比
くら

べると大きく減って

います。おもな輸出先はカナダで全体の約 80 パーセントとなっており、その他アメリカや

香港などに輸出しています。カナダでは「クリスマスオレンジ」、アメリカでは「テレビオレ

ンジ」とよばれ、クリスマスの食べ物として人気があります。

みかんは輸出されている
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様々な種類のみかんジュース
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